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[緒言]近年，シンクロトロン放射光施設におい

て，高エネルギーX 線計測技術の向上と高計数率

測定のための十分な検出効率の実現が望まれてい

る．現状では，Pb 5 wt%添加プラスチックシンチ

レータ(EJ256 Elgen Technolog)を始めとする重金属

添加プラスチックシンチレータが主に用いられて

いるものの，重金属の含有率加増が困難であり，

検出効率の向上が頭打ちとなっている．我々は，

この問題を解決すべく，Pb (Z=82)の高濃度添加に

取り組んでいる．本研究では，溶媒蒸発法でプラ

スチックシンチレータを作製し，同シンチレータ

本来の良好な時間分解能を損ねる事なく，高エネ

ルギーX 線に対する 高い検出効率を達成する事

を目指した． 

[実験方法] ポリスチレンと硝酸鉛を，テトラヒ

ドロフランと N, N, アセチルアセトアミドの混合

溶媒に溶解させた．有機蛍光体である 2-(4-tert-ブ

チルフェニル)-5-(4-ビフェニル)-1,3,4 オキサジア

ゾール(b-PBD)を，スチレンモノマーに対して，モ

ル比 b-PBD:スチレン = 0.75:100 となるように添

加し，直径 1mm 程度の穴を開けたアルミフォイル

で覆い，80℃で 7 日程度かけて溶媒を蒸発させた．

なお，生成物全質量に対する Pb の重量比を変化さ

せた．得られた試料につき X 線励起ラジオルミネ

ッセンス(XRL)スペクトル，および X 線(67.41 keV)を照射した際の波高スペクトルと時間スペ

クトルを測定した． 

[実験結果] Fig.1 に，作製した Pb 添加プラスチックシンチレータの XRL スペクトルを示す．

全ての試料で 350－550 nm に b-PBD 由来のブロードな蛍光帯が観測された．Table 1 に，波高

スペクトルから算出した試料厚 1 mm 当たりの検出効率と，時間スペクトルの半値幅から算出

した時間分解能を示す．検出効率は，Pb 添加量の増加に伴い向上し，Pb 9 wt%で最大値 2.4%

を示した．これは，市販の Pb 5 wt%添加プラスチックシンチレータ EJ256 での値の約 1.9 倍に

相当する．時間分解能は Pb 添加量にほとんど依存せず，0.3－0.5 ns 程度に留まった．以上よ

り，プラスチックシンチレータの高い時間分解能を損なう事なく検出効率の向上に成功した

ことが明らかであり，その値において，開発した新規シンチレータは市販の Pb 5 wt%添加プ

ラスチックシンチレータを凌駕した． 

Fig. 1 XRL spectra 

Table 1 Detection Efficiency and  

Time Resolution 

 

 

none-doped 0.47% 0.64

Pb 3 wt% 1.19% 0.54

Pb 5 wt% 1.37% 0.35

Pb 7.5 wt% 1.93% 0.42

Pb 9.0 wt% 2.40% 0.3

Pb 20 wt% 1.42% 0.38

EJ256 1.29% 0.52
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